
平成２５年３月１９日 第２５号

利根･沼田の教育
「はばたく群馬の指導プラン」の効果的な活用を 利根教育事務所 管理主監 横坂 隆司

６年前に除雪機を購入しました。３０センチ程度の雪なら、出勤前の１時間で庭の除雪が終了します。小中学
生の頃は、この程度の雪が降れば、両親と３人がかりで、半日くらい除雪に時間を費やしたものです。何しろ、除
雪機はもちろん、スノーダンプも軽量スコップもない時代です。当時の苦労を考えると、除雪機は、まるで魔法の
ような威力です。

授業づくりにおいて、除雪機のような威力を発揮すると期待されるのが、「はばたく群馬の指導プラン」です。こ
の冊子は、県内の児童生徒の調査結果を分析し、課題を明らかにしたうえで、その解決に向け、伸ばしたい資
質・能力や各教科等の指導の基本をまとめたものです。県内の指導主事はもちろんのこと、学校で実際に児童
生徒に指導している先生方にも協力していただき、日常の授業づくりにすぐ役立つような内容を盛り込んであり
ます。利根教育事務所では、「利根沼田の教育」で取り上げたり、学校訪問の際、資料を配付したりして、活用方
法を紹介してきました。利根沼田管内の様子を見ると、この一年間、各学校において、日々の授業はもちろんの
こと、校内研修や学校訪問での指導案づくり等において活用していただいており、大変有り難く思っております。

「はばたく群馬の指導プラン」を活用することにより、今まで以上に、効率よく、質の高い授業づくりをすることが
可能になります。その際、ご留意いただきたいことがあります。それは、一単位時間のねらいを吟味し、児童生徒
にどんな力をつけるのか、そのためにどんな学習活動を行うのか、教材研究を通して明らかにすることです。一
単位時間のねらいを達成することを常に念頭に置きながら、「はばたく群馬の指導プラン」を活用し、最善の方法
を選択すれば、更に質の高い授業づくりができると考えます。

利根教育事務所では、ホームページ上で、今までに発行した「利根沼田の教育」の公開を始めました。「利根
沼田の教育」に載せた指導資料については、これまでも学校訪問等で、配付し、説明させていただきましたが、
併せて公開しています。例えば、「ねらいの吟味」に関する指導資料をダウンロードし、「はばたく群馬の指導プ
ラン」の傍らに置いて一緒にご覧いただければ、スノーダンプくらいの役割は果たせるのではないかと思っていま
す。ご活用いただければ幸いです。

生涯学習係 『子どもを育てるＰＴＡ活動』 ～優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞団体の実践より～

近年、子どもたちを取り巻く環境の変化は、子どもたちの生活にさまざまな影響を与えています。集まっても別
々に携帯ゲーム機で遊ぶ子ども、塾等により過密スケジュールをこなしている子どもも見られます。親も子どもも
多忙な生活を送り、人とのつながりを深める機会が少なくなっている中で、学校・家庭・地域が協働して教育活動
に取り組むことが大切です。昭和村立南小学校ＰＴＡでは、子どもたちの健全な成長を図るために、学校・家庭・
地域が協力し合うＰＴＡ活動が評価され、今年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰を受賞しました。
（１）活動事例の紹介 昭和村立南小学校ＰＴＡ

《工夫》全教職員で、地域との連携計画を見直し、推進会議（すこやかネットワーク会議）を開催して、保護者や
地域の方に教育活動への支援を依頼している。

《成果》安全マップの作成やあいさつ運動、パトロール等の実施により、「子どもは地域の宝」という意識が高まり、
安心で安全な登下校ができている。その他にもミシン指導等の授業支援や読み聞かせにより、教育活動
が豊かになっている。

《工夫》学年ＰＴＡ（親子学習）において、学年委員が中心となってアンケート調査
をしたり、意見を聞いたりして内容を決定している。

《成果》子どもの成長段階に合わせて、親子が楽しく体験したり、学習したりすること
ができている。また、会員からの声を取り入れることで参加者が増え、連帯
感を深めて、健全育成に取り組んでいる。

（２）今後に向けて 【朝の交通指導の様子】

平成２４年度ＰＴＡ指導者研修会における野島正也先生（文教大学副学長）の講演「今、ＰＴＡに求められるも
の」から学校・家庭・地域を結ぶＰＴＡ活動を展開するための工夫点を紹介します。

① 会員の役割をできるだけ小分けにして、みんなで力を合わせてできるようにしていく。
② 一つ新しい活動を取り入れるときは、今までの活動を一つ削ってＰＴＡ活動の充実を図っていく。
③ ＰＴＡ会員だけでなく、地域の方の協力を得ていく。

ＰＴＡ活動を少し工夫することで活動が充実し、保護者や地域の方がやりがいを感じたり、つながりが深まった
りします。このような意識の高まりによって、子どもたちの健全育成が図られると考えます。

学校・家庭・地域で学社連携を推進する会議の開催

会員の意見を反映したＰＴＡ行事の実施
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(道徳教育推進教師)

ここ見て なっとく！

＜発問構成＞の検討には、｢はばたく群馬の指導プラン｣のＰ１２０ ・１２１「指導の基本」 が使える！

使ってなっとく！「はばたく群馬の指導プラン」（道徳）編

中心発問はどのように考えていますか？

なるほど。では「どんな気持ちだった
でしょう？」と問いたいと思います。

P120【中心発問】（例）を見てみましょう。
３つの例が示されています。先生の発問は判断
力に関する考えを問うものに近いようですね。
本時のねらいから考えると、みんなのために

働くことのよさを感じている心情を問えるとよ
いですね。

｢みんなのニュースがかり｣と言われ
た場面で、「けいすけくんは、どうす
ることが大切だと考えたでしょう？」
と問いたいと思うのですが。

ねらいに関わる考えが引き出せそうですね。
他の発問はどうしますか？
｢指導例｣では、道徳的価値についてより深く

理解させるために、①価値の大切さを理解させ
る発問、②大切ではあるが実現は難しいことに
気付かせる発問を事前にし、中心発問につなげ
ていますね。

発問を構成する際には、どのようなことがポイントと
なるでしょうか？

最初の発問では、②の観点から「みんなから文句を
言われたけいすけくんは、どんな気持ちだったでしょ
う？」と問います。
次に①・②の観点から、「ニュースを書き直してい

るとき、けいすけくんはどんな気持ちだったでしょ
う？」と問い、中心発問につなげたいと思います。

前段の発問ができましたね。後段では資料から離れ、ここで理解した道徳的価値に照らして自分自身を振

り返らせることが大切です。P121の「指導例」では、｢今までに友達のことを思って、言いにくいことでも

伝えてあげたことはありますか。」と前段とのつながりを意識した発問になっています。何と問いますか？

けいすけくんの心情の変化にふれながら、｢今までに、みんなのために働いたことは
ありますか、その時はどんな気持ちがしましたか？｣と問いたいと思います。

中心発問等を軸として一体となった発問構成ができました。
道徳的価値の自覚が深められそうですね。

中心発問等を軸として一体となった発問構成をすることがポイントです。

「はばたく群馬の指導プラン」第Ⅱ章（道徳）を見ながら一緒に考えてみましょう。
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問
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問

（手順）

今回は、「はばたく群馬の指導プラン」を活用して、道徳の時間の発問を具体化した例を紹介します。

小学校２年 主題名「みんなのために」４－(２)
資料名 「みんなの ニュース がかり」（『小学校道徳 読み物資料集』文部科学省）
ねらい 働くことのよさを感じて、みんなのために働こうとする心情を育てる。

「利根沼田の教育」第14号では、道徳の時間の充実のための三つの視点（「ねらいの検討」「資料の吟味」「発問の
工夫」）について掲載しています。利根教育事務所ＨＰから御覧いただけますので参考にしてください。

＊一部表記の仕方を変えてあります。


